令和７年度　第２回　静岡市立日本平動物園運営委員会会議録

日　時	令和８年３月３日（火）　午後２時00分から午後３時00分まで
場　所	日本平動物園　２階　大会議室
出席者　運営委員：小山委員長、田宮委員、永岡委員、野上委員、増田委員、山崎委員
事務局　：竹下参与兼日本平動物園長、金澤飼育担当課長兼飼育第２係長、中村園長補佐兼企画係長、市川施設係長、岡村飼育第１係長、山田動物病院係長、望月主査、山本主査、太田主事
オブザーバー：一般財団法人　静岡市動物園協会　山川事務局長
傍聴者  ：１人

内　容	
１　開会
２　園長あいさつ
３　議事等
（１）令和７年度事業実績（見込）等
（２）令和７年度事業報告
（３）令和８年度事業計画
（４）コレクションプラン改定について
（５）その他
４　事務連絡等
　  ５　閉会

＜議事録＞

【開　会】
（司会：中村園長補佐）
会議は公開とすること、委員の出席は７人中6人であること、傍聴者は定員３人のところ１人で　　あることを報告。
【園長あいさつ】
（竹下園長）
動物園においては、入園者数の減少や物価高騰等による経費の増加など、経営環境は厳しさを　　　増している。一方で、動物福祉の向上や教育事業への役割も担うべく、限られた財源の中で持続可能な運営をどう実現していくかが課題となっている。
委員におかれては、今回が任期中最後の委員会となるが、任期中様々な意見等をいただき、　　　改めて感謝申し上げる。本日は、今年度の事業実績と次年度の事業計画を説明させていただくが、　忌憚のない意見などをお願いしたい。
（司会：中村園長補佐）
本日はオブザーバーとして一般財団法人静岡市動物園協会の職員も参加していることを報告する。

【議　事】
（小山委員長）
規則に基づき議長を務める。会議が円滑に進むよう委員各位の協力をお願いしたい。
次第に沿って項番３の(１)から(5)の令和７年度事業実績（見込）等などについて一括して概要 説明をお願いする。

【事務局説明】
資料を基に各項目について補足説明。

議事（１）令和７年度事業実績（見込）等（説明：中村園長補佐）
1 令和７年度の入園者数について
令和７年度の入園者数は、１月末現在で28万8千195人となっているが、２月末日現在31万9千152人となっている。前年度同月末比で90.2％、34,519人の減となっている。

議事（２）令和７年度事業報告
1 入園者数の推移について（説明：中村園長補佐）
令和８年２月の入園者数を30,000人と見込んでいたが、結果は30,957人であった。
令和８年３月の入園者数が見込みどおりの42,000人であった場合、合計は361,152人となり、前年度比で36,526人の減少を見込む。
2 主な事業実績について（説明：中村園長補佐）
主な事業実績は記載のとおり。
新たな事業として、７ページ中段の物品寄附　希望事業「動物たちへのおくりもの」を開始　　した。従前より動物園のファンの皆様からいただいている物品の寄附に関し、「応援したい」という意図を汲みつつ、動物園が特に力を入れていきたい動物福祉分野の取組を強化するため、当園より希望物品を示し、良好な飼育環境等に繋げていくことを目的とするもの。
初回は令和８年１月19日から2月20日までの期間で、ホッキョクグマやブチハイエナへのブイなどのおもちゃやエンペラータマリンなどへのヒーターといった暖房器具等、９件の物品　募集を行い、８件の寄附をいただいた。
寄附いただいた物品は早速活用し、その使用状況などはSNSを通じて報告している。
８ページから９ページの企業・大学・地域との連携事業等実績は記載のとおり。
また、今年度も多種多様な寄附をいただき、感謝申し上げる。
3 教育・環境教育について（説明：金澤飼育担当課長）
幼児動物教室や出張動物園ガイドなどの教育プログラムの実施のほか、飼育実習、獣医学生を対象とした獣医実習等を実施した。
4 展示動物の近況報告について（説明：金澤飼育担当課長）
繁殖に向け、ホッキョクグマ、レッサーパンダのペア同居を開始した。
ホッキョクグマについては、昨年度交尾が頻繁に確認できたが、残念ながら繁殖には至らなかった。今年も同居初日に交尾行動は確認できたものの、通常隔年で発情、交尾がみられる　傾向にあるので、今年は難しいかもしれないが、繁殖に向けた取り組みをしていく。
レッサーパンダについては、守守（ショウショウ）とえみの新しいペアで同居を始めている。
えみの方は積極的であるが、守守の方が消極的な状態にある。行動観察を行い、様子を見ていきたい。
5 繁殖、来園・出園動物について（説明：山田動物病院係長）
11ページから13ページまでが「繁殖動物」「来園出園動物」及び「死亡動物」となり、記載のとおり。
このうち主だった動物について紹介する。
来園動物では、ウスイロホソオクモネズミはフィリピンのルソン島に生息する種であるが、　　当園では初めての飼育となり、夜行性動物館で展示している。
出園動物では、フライングメガドームで飼育しているショウジョウトキがあるが、当園では　　順調に繁殖しており、希少な種ということもあって、他の動物園からの飼育希望も多いことから出園した。
このほか、長年当園で親しまれてきたチンパンジーのヨシミが繁殖のために鹿児島市の平川動物公園に出園した。また、３月中旬ころ、これも当園で人気のオオアリクイのフジオが名古屋市の東山動物園に繁殖のため出園する予定である。
死亡動物では、ニホンザルの花子が昨年１０月に死亡した。1994 年に野生保護で来園して以来、5 頭を出産。フサフサの体毛で娘たちより若く見えると評判であった。

6 修繕業務について（説明：市川施設係長）
１４ページ、修繕業務について、大きく２つの施設修繕を実施している。
ひとつ目は、山頂山麓駅舎改修修繕で、駅舎に設置してあるウッドデッキの老朽化が著しいためその修繕を、ふたつ目は、猛獣館・新ホッキョクグマ舎ろ過機修繕で、設備の更新を実施　　している。そのほかの主な修繕は記載のとおり。

議事（３）令和８年度事業計画
1 主要事業（説明：中村園長補佐）
令和８年度の事業計画の主要事業は記載のとおりで、これまでどおり動物園の使命である４つの役割について取り組んでいく。
2 主な施設修繕（説明：市川施設係長）
主な施設修繕は記載のとおり。
このうち、動物病院大規模改修事業は今後実施する予定の大規模修繕のため、施工方法等に関する設計を行うものである。修繕自体は令和9年度以降の予定。
3 その他事業（説明：中村園長補佐）
　　　　　　　 記載の「日本平動物園サポーター制度」、「ゴールデンウイーク期間中の駐車場事前予約制」及び「物品寄附希望事業「動物たちへのおくりもの」」は来年度も継続実施していく。
今年度実施した「ゴールデンウイーク期間中の駐車場事前予約制」については、期間中の　渋滞発生を抑制するという当初の目的は達成でき、効果があったものと考えている。
一方で入園者数は昨年度の同時期と比較して36％の減となり、これは駐車場の予約履行率が８割程度に留まったことのほか、予約がとれなかった方々の来園意欲の低下などが　　　考えられる。
予約がなくても来園できる手段として、期間中JR東静岡駅と動物園との間を無料の　　　シャトルバスを運行。渋滞の解消によりシャトルバスの利便性も高まっているため、さらなる利用呼びかけに努めていく。
また、予約車両の入出庫の状況をみつつ、例えば午後１時から予約制を解除し、通常開放　することなども検討していく。今年度の状況を整理、分析し、臨機応変な対応により、来園　機会の損失を最小限にしつつ、渋滞、混雑の解消を図りながら、ゴールデンウイークを　　　　楽しんでいただける環境を提供していきたい。

議事（４）日本平動物園コレクションプラン改定について
（説明：岡村飼育第１係長）
　　　　　日本平動物園コレクションプランについては、これまで都度委員からの意見等をいただき、検討を重ねてきた。今回最終案としての報告をさせていただく。
（説明：山本主査）
　　　　　 配布した資料については、最終調整段階のものであるため、本委員会終了後回収させて　　　いただく。日本平動物園のコレクションプラン改定について、前回からの主な変更点について　説明させていただく。
　　　　  コレクションプランの基本方針とカテゴリの定義について記載してあるが、若干の文言等の　修正などはあるが、前回までに説明させていただいた内容から大きな変更はない。
　　　　  新たに凡例を追加した。これは同プラン内における動物名表記に関する基準や根拠を示した　ものである。
　　　　  各動物をコレクションカテゴリ毎に振り分けた表には、当園で飼育している動物種が必ず　　　どこかのカテゴリに属している。このうち、カテゴリ表の最優先種について、これまでのオオアリクイ、ホッキョクグマ、レッサーパンダの３種としていたが、これにスンダスローロリス、マレーバク、モモイロペリカンの３種を追加し、６種とした。
また、一部の特定の特徴を持つ動物種については、グループ表記に変更した。例えば、外国産樹上棲トカゲ類など、種類が多く、１種１種を個別に管理表記することが困難なものをこのように変更した。これは種類の多い動物種を特定する形ではなくグループ表記にすることで、飼育及び　導入が可能な任意のタイミングで対応できる利点もある。
　　　　 このほか、先の凡例に基づき、動物種名の表記を全体的に調整した。
　　　　  最後に、カテゴリに属する各動物の種名や学名、レッドリストのカテゴリなどの基本情報のほか、この動物の評価内容について記載したものを新たに追加した。
詳細な説明は割愛させていただくが、改定するコレクションプランの全体の構成や表記内容はこのような形で考えている。
事務局からの説明は以上。

【質疑応答】

（小山委員長）
事務局の説明について質疑を行う。

（永岡委員）
1 令和７年５月の入園者数が例年比べ減少している理由はなにか。
2 静岡農業高校との連携を行ったことを知ったが、どのような内容だったのか。
3 令和８年度の来園動物は調整中となっているが、予定候補はあるのか。
4 環境エンリッチメントやハズバンダリートレーニングはどのようなものか。
5 ホッキョクグマの契約延長ができてよかったと思う。また、コレクションプランの改定案に静岡県産の動物の取り扱いも予定しているようなので、ぜひお願いしたい。
6 以前、浜松市動物園と地元信用金庫との取り組みが報道で取り上げられており、企業連携に　よる効果も期待できると思う。日本平動物園でも営業活動への取り組みを強化していくとの　ことなのでがんばってもらいたい。

（事務局：中村園長補佐）
1 ５月の入園者数の減少については、ゴールデンウイーク期間の駐車場予約によるものと、期間中の天候不順によるものと考えている。
（事務局：金澤飼育担当課長）
2 静岡農業高校からの依頼で生き物係という活動において、生徒たちが行う動物ガイドを園内で実施した。当園は、実施場所の提供とガイドの内容確認などを支援した。
3 オオアリクイやチンパンジーなどを予定しているが、まだ確定していない。
4 アジアゾウのダンボのハズバンダリートレーニングを例に挙げる。ダンボは国内で飼育しているアジアゾウのメスでは最高齢であり、健康面の管理のため、足のケアや採血トレーニングを実施している。ほかの動物でも、繁殖に向けた取り組みの中で、エコー検査などのトレーニングを　実施している。
（事務局：岡村飼育第1係長）
ハズバンダリートレーニングで採血ができている例として、ホッキョクグマのロッシーもある。　繁殖を目指す動物の場合、血中ホルモンの測定も効果的で、採血ができることはとても重要である。メスのバニラもトレーニング中で、これができるようになるとより計画的に取り組んで　いくことができる。
（事務局：竹下園長）
1 ５月の入園者数の減少について補足する。駐車場予約制は、例年の渋滞を発生させないことを目的に実施し、その効果はあったが駐車場の回転率が悪くなったことが原因のひとつとして、来園者数が減少したと考えている。園内も混雑がなくよかったという声もいただいているが、より多くの方に動物園を楽しんでもらえるよう、今年度の反省点を踏まえ、取り組んでいきたい。
（事務局：中村園長補佐）
5 　浜松市動物園の件については、春頃に連携を開始したという報道があったと認識している。その後、信用金庫職員が浜松市　動物園に派遣され、連携強化を図っているという報道も　　　あった。伺っている範囲では、園内に設置するベンチや休憩室の整備、園内移動に利用する　　ための７人乗りカートの導入などへの　協力をいただいているようである。

（野上委員）
駐車場の事前予約については、ゴールデンウイークは事前に計画を立てる人と、直前で検討する人が多いと思う。混雑している時期であることは承知していると思うので、ライブカメラなどでその　　時点での混雑状況を把握できると行ってみようかなと考えてくれることもあると思う。
また、人員を要するとは思うが、少しでも多くの車を駐車できるように、空きスペースを有効活用して、そこに誘導するような工夫も必要だと思う。

（事務局：竹下園長）
駐車場の回転率の向上のほか、今年度は当日予約を不可としていたこともあるので、今年度の　反省点を踏まえ、そのあたりの運用を改めていきたい。

（増田委員）
小学６年生の総合学習の中で、将来どんな職業につきたいかというものがあり、獣医や飼育員を　選ぶ児童がいた。動物への関心だけでなく、動物と向き合う獣医や飼育員がその仕事へのやりがい　などをどう感じているかなども知りたい。そういうことを知り得る機会でもある出張動物園ガイドや職場体験などの教育活動は継続、充実してもらいたい。子どもたちの興味を持たせて動物園に　　　　行きたいとなれば、親もいっしょに来てくれると思う。

（事務局：金澤飼育担当課長）
市の小中学校を対象とした校外学習など実施しているので、今後も活用していただきたい。ぜひ　親子遠足などで動物園に来ていただき、実際に見て、聞いてもらうことが良い経験にもなると思う。

（山崎委員）
来園者数の減少対策への提案。私の勤めている会社で、市の子ども未来局といっしょに出会いの　機会の創出イベント、いわゆる婚活イベントを実施した。参加希望者も多く需要があるイベントで、動物園での実施が良いと思った点が、アンケートでも行政主体だと安心感があるということ、動物園の　　ような屋外での開催は解放感もあって盛り上がること、成婚した場合、思い出の地として未来の来園者候補ともなりえる可能性を秘めていることが考えられる。

（事務局：竹下園長）
民間のノウハウも活用できると思うので、検討していきたい。

（田宮委員）
レッサーパンダやホッキョクグマなどの人気動物の赤ちゃんが生まれると良い。
日本平動物園は自然に囲まれた良い環境であり、動物と触れ合える機会は子どもたちにとっても貴重だと思う。ゴールデンウイークの渋滞も以前に比べれば改善されてきたと思う。今後、高齢者の　誘因や夜の動物園などでの集客強化をがんばってもらいたい。

（事務局：竹下園長）
動物とのふれあいイベントは人気が高いが、動物福祉の観点から、ふれあいを行う動物園も減ってきている。当園はイベントを実施しているほうであるが、それでも回数やふれあえる時間を制限する　など、動物への負担を最小限に留めるように配慮している。

（小山委員）
少子化の時代、子どもが減ってきているので、親子で訪れる方々はどこの動物園も減少してきて　いると思う。特に動物園＝子どもたちがくる場所のイメージが強いと思う。幅広く活用してもらう　　ためにも、市民、高齢者などに限らず、来る人たちが利用しやすい環境を用意することも必要では　ないかと思う。例えば、企業の福利厚生事業への活用や家族で楽しむ日などといったメニューの　　提案、それに対する情報発信を行って、利用する上での一定の条件はあると思うが、そういった層が使いやすい環境を提示していくことも必要ではないかと感じた。

（事務局：中村園長補佐）
福利厚生事業への企業活用は実施している。今後の営業活動を通じて、要望を伺いながら、幅広く　連携できるよう努めていきたい。
（事務局：竹下園長）
あらゆる層に利用いただけるような取り組みをしていきたいと考えている。企業の福利厚生事業への活用は毎年定期的に利用いただいているが、拡充の余地はあると思うので検討していきたい。

（野上委員）
先の婚活イベントはぜひやってみてほしい。動物園という場所は、安心して楽しむことができると思う。

（小山委員長）
このほか質疑がないようなので、これで終わりとさせていただく。
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